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セザンヌ「リンゴとオレンジ」 
1900年ころ カンディンスキー「水彩によ

る始めての抽象画」1910年 

ピカソ 1907年 
「アヴィニョン
の娘たち」 

アインシュタイン 

世界初の有人飛行 
（1903年 12 月 17 日） 
ライトフライヤー号 

敦煌、莫高窟を
調査中のポー
ル・ぺリオ 
1908年 

マルセル・デュシャン 

「ファウンテン」 

1917 年（ダダ） 

クレー「色の形」
1914 年 

（表現主義） 
マチス 1908年 

「赤のハーモニー」 

中
華
民
国
～
現
代
（
1912
～
）
❘
年
表
❘ 

黒
色
は
中
国
史
、
赤
は
書
道
史
、
紫
は
世
界
史
、
青
は
日
本
史 

1896
年 

 
 
 

楊
見
山
没 

任
伯
年
没 

1897
年 

 
 
 

英
国
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ム
ソ
ン
、
電
子
を
発
見 

大
韓
帝
国
成
立 

1898
年 

４
月
～
８
月
、
ア
メ
リ
カ
・
ス
ペ
イ
ン
・
キ
ュ
ー
バ
戦
争 

桑
名
鉄
城
、
明
清
の
名
品
を
蒐
集 

1899
年 

４
月
、
山
東
で
義
和
団
事
件 

甲
骨
文
発
見
さ
れ
る 

10
月
、
第
２
次
ボ
ー
ア
戦
争 

米
比
戦
争 

1900
年 
６
月
、
義
和
団
、
北
京
列
国
公
使
館
包
囲
、
清
朝
列
国
に
宣
戦 

量
子
論 

ス
タ
イ
ン
（
英
）
中
央
ア
ジ
ア
探
検 

 
 
 
 
 
 

潜
水
艦
ホ
ー
ラ
ン
ド
号
就
航 

1901
年 

９
月
、
辛
丑
条
約
締
結
。 

西
域
（
敦
煌
・
楼
蘭
な
ど
）
で
肉
筆
資
料
発
見 

ヘ
デ
ィ
ン
（
ス
）
楼
蘭
発
掘 

 

ノ
ー
ベ
ル
賞
設
立 

日
本
で
、
書
道
会
の
創
設
が
盛
ん
に
な
る 

1902
年 

８
月
、
学
堂
章
程
発
布 

魯
迅
、
日
本
に
留
学 

１
月
、
日
英
同
盟
成
立 

呉
大
澂
没 

大
谷
光
瑞
、
第
一
次
探
検 

 
 
 
 

５
月
、
キ
ュ
ー
バ
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立 

長
尾
雨
山
、
上
海
で
働
く 

1903
年 

ロ
シ
ア
軍
、
満
洲
を
占
領 

劉
鶚
、『
鉄
雲
蔵
亀
』
を
公
刊 

泉
屋
博
古
館
の
住
友
春
翠
、
青
銅
器
を
蒐
集 

ラ
イ
ト
兄
弟
飛
行
機
を
発
明 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
『
野
生
の
呼
び
声
』 

パ
ナ
マ
独
立 

1904
年
（
光
緒
30
年
） 

２
月
、
日
露
戦
争
勃
発
（
～
05
）、
中
国
は
中
立
宣
言 

米
国
の
ル
ー
ベ
ル
、
紙
へ
の
平
版
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
発
明 

翁
同
和
没 

丁
仁
・
王
禔
・
葉
銘
・
呉
隠
の
提
唱
で
杭
州
に
西
泠
印
社
発
足 

1905
年 

８
月
、
東
京
で
中
国
同
盟
会
成
立 
９
月
、
科
挙
廃
止 

９
月
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
調
印 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
「
特
殊
相
対
性
理
論
」 

夏
目
漱
石
『
我
輩
は
猫
で
あ
る
』 

マ
チ
ス
ら
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム 

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
全
音
音
階 

表
現
主
義 

12
月
24
日
、
世
界
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
（
米
国
） 
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学 

1906
年 

４
月
、
京
漢
鉄
道
全
線
開
通 

６
月
、
日
本
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
設
立 

セ
ザ
ン
ヌ
没 

1907
年 

 

革
命
派
の
武
力
蜂
起
相
次
ぐ 

セ
ザ
ン
ヌ
の
没
後
初
の
回
顧
展 

リ
ル
ケ
『
新
詩
集
』 

キ
ュ
ビ
ス
ム 

ゴ
ー
リ
キ
ー
『
母
』 

1908
年 

 

宣
統
帝
即
位 

各
省
で
国
会
開
設
運
動 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
明 

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
無
調
音
楽 

ぺ
リ
オ
（
仏
）
敦
煌
発
掘
開
始 

『
龍
眠
帖
』
中
村
不
折 

日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
開
始 

1909
年 

10
月
、
伊
藤
博
文
暗
殺
さ
れ
る 

大
谷
探
検
隊
、
楼
蘭
で
「
李
柏
文
書
」
発
見 

未
来
派
（
伊
） 

1910
年 

８
月
、
日
本
、
朝
鮮
を
併
合 

南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立 

ト
ル
ス
ト
イ
没 

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
最
初
の
抽
象
絵
画 

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
『
春
の
嵐
』 

12
月
、
石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』（
明
治
43
年
） 

内
藤
湖
南
、
北
京
訪
問 

1911
年 

10
月
、
辛
亥
革
命
。
清
滅
亡 

羅
振
玉
、
安
陽
に
殷
墟
を
確
認 

ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド 

ア
ム
ン
ゼ
ン
南
極
探
検 

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
原
始
主
義 

中
国
か
ら
碑
版
法
帖
が
、 

日
本
や
世
界
に
大
量
流
失 

羅
振
玉
、
王
国
維
と
と
も
に
日
本
に
亡
命
し
京
都
に
七
年
間
滞
在 

1912
年 

１
月
、
中
華
民
国
南
京
臨
時
政
府
成
立 

孫
文
、
臨
時
大
総
統
に
就
任 

３
月
11
日
中
華
民
国
臨
時
約
法
公
布
（
ア
ジ
ア
で
最
初
の
共
和
制
国
家
の
憲
法
） 

袁
世
凱
、
北
京
で
臨
時
大
総
統
に
就
任 

12
月
、
選
挙
で
国
民
党
圧
勝 

日
本
、
大
正
に
改
元 

1913
年 

３
月
、
宋
教
仁
、
暗
殺
さ
れ
る 

９
月
、
第
２
革
命
敗
北
、
孫
文
ら
日
本
へ
亡
命 

プ
ル
ー
ス
ト
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』 

構
成
主
義
（
ロ
シ
ア
） 

 

バ
ル
ト
ー
ク
の
民
族
主
義 

10
月
、
袁
世
凱
、
大
総
統
に
正
式
就
任 

呉
昌
碩
、
西
泠
印
社
社
長
に 

1914
年 

７
月
、
孫
文
、
東
京
で
中
華
革
命
党
を
結
成 

郭
沫
若
、
日
本
へ
留
学 

７
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
始 

パ
ナ
マ
運
河
開
通
。 

８
月
、
日
本
、
対
独
宣
戦 

11
月
、
日
本
軍
、
青
島
占
領 

1915
年 

１
月
、
日
本
、
対
華
21
ヵ
条
要
求
提
出 

９
月
、
陳
独
秀
、『
青
年
』（
の
ち
「
新
青
年
」）
創
刊 

袁
世
凱
、
帝
政
復
活
宣
言 

12
月
、
反
袁
世
凱
の
第
３
革
命
勃
発 

 

 
 

カ
フ
カ
『
変
身
』
発
表 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
「
一
般
相
対
性
理
論
」 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』 

和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
発
明 

楊
守
敬
没 

1916
年 

 
 

袁
世
凱
、
皇
帝
に
即
位
、
３
月
、
退
位 

６
月
、
袁
世
凱
死
去 

「
ダ
ダ
」
発
生 

軍
閥
割
拠
の
時
代
へ
（
以
後
北
伐
終
了
ま
で
の
10
年
余
） 

胡
適
ら
「
文
学
革
命
」
提
唱 

1917
年 

８
月
、
北
京
政
府
、
対
独
宣
戦 

９
月
、
孫
文
ら
の
広
東
軍
政
府
成
立 

文
学
革
命
運
動
お
こ
る 

11
月
、
ロ
シ
ア
10
月
革
命 

北
イ
エ
メ
ン
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
独
立 

内
藤
湖
南
、
北
京
訪
問 

1918
年 

６
月
、
魯
迅
『
狂
人
日
記
』
発
表 

ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
、
党
名
を
「
ロ
シ
ア
共
産
党
」
と
改
名 

８
月
、
日
本
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
宣
言 

富
山
の
米
騒
動 

11
月
、
世
界
大
戦
終
了 
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Ｖ２ロケット 

マックス・エルンスト 1924 年 

「女性、老人と花」 

シュルレアリスム 
ピカソ「ゲルニカ」1937 年 

テレヴィジョン 

モンドリアン 
「コンポジション」 
１９２１年 

ガンディー 

北京故宮博物院 

1919
年
（
民
国
８
年
）
１
月
、
パ
リ
講
和
会
議 

ド
イ
ツ
共
産
党
・
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
成
立 

 
 
 
 

３
月
、
朝
鮮
で
三
一
民
族
独
立
運
動
開
始 

ガ
ン
ジ
ー
ら
非
暴
力
運
動
開
始 

五
四
運
動
始
ま
る 

中
国
国
民
党
成
立 

ア
フ
ガ
二
ス
タ
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

1920
年 

１
月
、
国
際
連
盟
成
立 

ア
メ
リ
カ
、
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ 

ア
ー
ル
・
デ
コ
（
～
30
年
代
） 

1921
年 
７
月
、
中
国
共
産
党
成
立 

上
海
の
経
済
、
飛
躍
的
に
発
展 

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議 

 
 
 
 

７
月
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
華
民
国
か
ら
独
立 

新
造
形
主
義
（
モ
ン
ド
リ
ア
ン
） 

1922
年 

７
月
、
日
本
共
産
党
成
立 

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』 

エ
ジ
プ
ト
、
英
国
か
ら
名
目
上
独
立 

1923
年 

９
月
、
関
東
大
震
災
（
大
正
12
年
） 

1924
年 

１
月
、
広
州
で
国
民
党
第
１
回
全
国
代
表
大
会
、
第
１
次
国
共
合
作 

レ
ー
ニ
ン
没 

ス
タ
ー
リ
ン
粛
清 
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
』 

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
魔
の
山
』（
１
９
２
４
年
） 

11
月
、
溥
儀
、
紫
禁
城
を
出
る 

1925
年
（
民
国
14
年
）
３
月
、
孫
文
病
死 
５
月
、
五
三
〇
事
件 

イ
ラ
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

３
月
、
日
本
、
治
安
維
持
法
、
普
通
選
挙
法
、
国
会
通
過 

日
本
で
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
（
大
正
14
年
）
10
月
、
紫
禁
城
、
故
宮
博
物
院
と
な
る 

1926
年 

７
月
、
蒋
介
石
の
北
伐
始
ま
る 

米
国
、
液
体
燃
料
に
よ
る
最
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
（
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ダ
ー
ド
） 

 
 
 

10
月
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
『
日
は
ま
た
昇
る
』 

カ
ナ
ダ
、
英
国
よ
り
独
立 

1927
年 

４
月
、
蒋
介
石
、
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
（
上
海
） 

８
月
、
八
七
会
議
（
共
産
党
武
装
暴
動
路
線
へ
） 

３
月
、
康
有
為
没
（
70
歳
） 

11
月
、
呉
昌
碩
没
（
84
歳
） 
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』 

７
月
、
芥
川
龍
之
介
自
殺
（
昭
和
２
年
） 

殷
墟
の
科
学
的
発
掘
行
わ
れ
る 

居
延
漢
簡
発
見 

王
国
維
、
自
殺 

1928
年 

２
月
、
郭
沫
若
、
日
本
へ
亡
命 

６
月
、
北
伐
軍
、
北
京
占
領 

張
作
霖
、
爆
殺
さ
れ
る 

テ
レ
ビ
の
実
験
放
送
（
米
国
） 

Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』 

７
月
、
国
民
政
府
不
平
等
条
約
廃
棄
を
宣
言 

12
月
、
張
学
良
、
国
民
政
府
に
合
流 
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
設
立 

1929
年 

10
月
、
世
界
恐
慌
始
ま
る 

 
 

レ
マ
ル
ク
『
西
部
戦
線
異
常
な
し
』 

1930
年 

４
月
、
中
原
大
戦 

12
月
、
蒋
介
石
、
ソ
ビ
エ
ト
区
包
囲
攻
撃 

中
国
左
翼
作
家
連
盟
成
立 

1931
年 

９
月
、
満
州
事
変
勃
発 

日
本
帝
国
の
大
陸
侵
略 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
『
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
』 

1932
年 

１
月
、
上
海
事
変
勃
発 

３
月
、「
満
州
国
」
建
国
宣
言 

茅
盾
『
子
夜
』 

文
学
大
衆
化
運
動 

５
月
、
日
本
、
五
一
五
事
件 

ヤ
ス
パ
ー
ス
『
哲
学
』 

イ
ラ
ク
王
国
、
英
国
か
ら
独
立 

社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
（
ソ
連
） 

 
 
 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
成
立 

２
月
、
満
州
国
、
中
華
民
国
か
ら
独
立
（
日
本
の
傀
儡
国
家
） 

1933
年
（
民
国
22
年
）
１
月
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
政
権
成
立 

２
月
、
国
際
連
盟
、
満
州
国
不
承
認
決
議
、
日
本
は
脱
退 

 
 
 
 
 
 
 

巴
金
『
激
流
三
部
曲
の
家
』 

北
京
故
宮
博
物
院
の
文
物
大
移
動
、
後
、
台
湾
へ
移
さ
れ
る 

1934
年 

３
月 

溥
儀
、
満
州
国
皇
帝
に
即
位 

10
月
、
長
征
始
ま
る 

1935
年 

１
月
、
遵
義
会
議 

３
月
、
ド
イ
ツ
で
世
界
初
の
テ
レ
ビ
放
送
開
始 

７
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
８
月
、
八
一
宣
言
発
表 

1936
年 

２
月
、
日
本
、
二
二
六
事
件 

７
月
、
ス
ペ
イ
ン
内
乱 

 

老
舎
『
駱
駝
祥
子
』 

10
月
、
魯
迅
没
（
55
歳
）
12
月
、
西
安
事
件 

 
 
 

フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
で
「
人
民
戦
線
」
成
立 

11
月
、
日
独
防
共
協
定 

書
道
博
物
館
創
設
（
中
村
不
折
） 

1937
年 

７
月
、
盧
溝
橋
事
件 

９
月
、
第
２
次
国
共
合
作 

12
月
、
南
京
大
虐
殺 

郭
沫
若
『
屈
原
』 

1938
年 

 
 

、
ド
イ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・
ハ
ー
ン
、
核
分
裂
反
応
発
見 

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ウ
ィ
ー
バ
ー
分
子
生
物
学
の
提
唱 

リ
ー
ゼ
・
マ
イ
ト
ナ
ー
、「
質
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
等
価
性
」
実
証 

1939
年 

９
月
、
独
軍
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
、
第
２
次
世
界
大
戦
開
始 

1940
年 

１
月
、
毛
沢
東
『
新
民
主
主
義
論
』 

９
月
、
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印 

羅
振
玉
没 

1941
年 

12
月
、
国
民
政
府
、
日
独
伊
に
宣
戦 

真
珠
湾
攻
撃 

12
月
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
始 

1942
年 

２
月
、
延
安
整
風
運
動 

郭
沫
若
『
屈
原
』 

毛
沢
東
『
文
芸
講
話
』 

カ
ミ
ュ
『
異
邦
人
』 

６
月
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦 

独
、
世
界
初
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
Ｖ
２
打
ち
上
げ
（
ブ
ラ
ウ
ン
等
） 

1943
年 

２
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
独
軍
降
伏 

11
月
、
カ
イ
ロ
会
談
（
米
・
英
・
中
） 

宮
島
詠
士
没 
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ＤＮＡの模型 
スプートニク 1号 

キノコ雲（長崎） 

井上有一「愚徹」 

1956 年 
フランツ・クライン 

「チーフ」1950 年 
ジャクソン・ポロック 

「錬金術師」1947 年 

デュビュッフェ 
「食べる女」1944 年 

 

 
 
 
 
 
 

『
生
命
と
は
何
か
』
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー 

レ
バ
ノ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立 

1944
年 

 
 
 

ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
『
伝
奇
集
』 

1945
年 

４
月
30
日
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
自
殺 

５
月
、
独
軍
降
伏 

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
『
動
物
農
場
』 

 
 
 
 

７
月
16
日
、
米
国
で
人
類
初
の
原
子
爆
弾
実
験 

８
月
６
日
、
広
島
へ
原
爆
投
下
（
人
類
初
） 

 
 
 
 

８
月
９
日
、
長
崎
へ
原
爆
投
下
（
人
類
最
後
） 

９
月
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
宣
言 

８
月
、
重
慶
会
談
（
蒋
介
石
と
毛
沢
東
） 

日
本
、
無
条
件
降
伏 

朝
鮮
、
日
本
か
ら
独
立 

1946
年 

11
月
、
日
本
国
憲
法
公
布 

サ
ル
ト
ル
『
実
存
主
義
と
は
何
か
』 

４
月
、
シ
リ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 

５
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

７
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
独
立 

抽
象
表
現
主
義
（
米
国
） 

第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争 

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
芸
術
（
仏
国
） 

ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
米
国
） 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
誕
生
（
米
国
） 

1947
年 

２
月
、
台
湾
で
反
政
府
暴
動 

３
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
発
表 

イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立 

第
一
次
印
パ
戦
争 

1948
年 

１
月
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
さ
れ
る 
11
月
～
49
年
１
月
、
三
大
戦
役
（
国
共
内
戦
） 

ス
リ
ラ
ン
カ
独
立 

５
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立 

第
一
次
中
東
戦
争 

ビ
ル
マ
、
英
国
か
ら
独
立 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
ク
レ
ー
ト
（
仏
国
） 
朝
鮮
半
島
、
分
断
国
家
成
立
（
大
韓
民
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
） 

1949
年 

10
月
１
日
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
宣
言
、
中
国
科
学
院
設
立 

12
月
、
蒋
介
石
、
台
湾
へ 

４
月
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
成
立 
８
月
、
ソ
連
、
原
子
爆
弾
実
験 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立 

カ
ラ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
米
国
） 

1950
年 

２
月
、
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
調
印 

６
月
25
日
、
朝
鮮
戦
争
勃
発 

米
国
で
ロ
ッ
ク
誕
生 

６
月
、
日
本
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ 

８
月
、
警
察
予
備
隊
令
公
布 
チ
ベ
ッ
ト
虐
殺 

1951
年 

３
月
、
ソ
連
初
の
中
央
テ
レ
ビ
局
創
設 

 

米
国
、
世
界
初
の
原
子
力
発
電
に
成
功 

カ
ミ
ュ
『
反
抗
的
人
間
』 

９
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約
調
印 

 
 

セ
リ
ー
音
楽
、
電
子
音
楽 

12
月
、
人
民
解
放
軍
ラ
サ
に
進
駐 

三
友
運
動 

12
月
、
リ
ビ
ア
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
独
立 

1952
年 

４
月
７
日
、
日
本
、「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
連
載
開
始 

ケ
ー
ジ
の
偶
然
性
の
音
楽
、
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
の
具
体
音
楽 

10
月
、
イ
ギ
リ
ス
、
原
子
爆
弾
実
験 

11
月
、
米
国
、
人
類
初
の
水
爆
実
験 

ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン
（
英
国
）、
最
初
の
ク
ロ
ー
ン
を
つ
く
る
（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
） 

1953
年 

２
月
、
日
本
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
テ
レ
ビ
放
送
開
始 

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
零
度
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
』 

５
月
、
ヒ
ラ
リ
ー
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂 

８
月
、
ソ
連
、
初
の
水
爆
実
験 

７
月
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
協
定 

世
界
初
の
電
子
音
楽
（
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
） 

10
月
、
ラ
オ
ス
、
仏
国
か
ら
独
立 

米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
、
国
連
で
「
核
の
平
和
利
用
」
演
説 

11
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
ら
せ
ん
構
造
発
見 

第
一
次
五
ヶ
年
計
画 

巴
金
『
激
流
三
部
曲
の
春
』 

10
月
、
鄧
散
木
没 

1954
年 

３
月
、
第
５
福
竜
丸
被
爆 

９
月
、
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
公
布 

日
本
、
自
衛
隊
発
足 

 
 
 
 
 
 

ソ
連
、
世
界
初
の
実
用
原
子
力
発
電
開
始
（
オ
ブ
ニ
ン
ス
ク
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争 

 
 
 
 
 
 

簡
体
字
の
採
用 

台
北
故
宮
博
物
院
完
成 

フ
ラ
ン
ス
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
撤
退 

1955
年 

 
 
 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
『
悲
し
き
熱
帯
』 

 
 
 
 
 
 

バ
ン
ド
ン
会
議 

ベ
ト
ナ
ム
南
北
に
分
裂 

４
月
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
没 

1956
年 

２
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判 

10
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱 

エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
（
米
国
） 

 
 
 
 
 
 

英
国
、
世
界
初
の
商
用
原
子
力
発
電
所
が
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
完
成 

ス
エ
ズ
動
乱 

 
 
 
 
 
 

ス
ー
ダ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
か
ら
独
立 

モ
ロ
ッ
コ
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 

 

水
俣
病
、
発
生
確
認 

1957
年 

９
月
、
斉
白
石
没 

10
月
、
ソ
連
、
世
界
初
の
人
工
衛
星
（
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
１
号
） 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
音
楽 

11
月
、
イ
ギ
リ
ス
、
初
の
水
爆
実
験 

マ
レ
ー
シ
ア
、
英
国
か
ら
独
立 

ガ
ー
ナ
、
英
国
か
ら
独
立 

1958
年 

４
月
、
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺
さ
れ
る 

９
月
、
中
国
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始 

人
民
公
社
発
足 

 
 
 
 
 
 

第
二
次
五
ヶ
年
計
画 

10
月
、
ギ
ニ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 
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月面着陸 

パソコン 

アンディ・ウォーホル 
「グリーン・マリリン」 

1962年 

フランク・ステラ 

「ヒラクラⅢ」1968年 

イサム・ノグチ 
「エナジー・ヴォイド」 
1971 年 

1959
年 

 
 

「
大
躍
進
」
に
と
も
な
う
大
飢
餓
発
生 

キ
ュ
ー
バ
革
命 

1960
年 

１
月
、
日
本
、
新
安
保
条
約
調
印 

２
月
、
フ
ラ
ン
ス
、
原
子
爆
弾
実
験 

中
ソ
対
立
公
然
化 

 
 
 
 
 
 

グ
ア
テ
マ
ラ
内
戦 

12
月
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争 

ラ
イ
ヒ
ら
の
ミ
ニ
マ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

ア
フ
リ
カ
の
年 

仏
領
カ
メ
ル
ー
ン
独
立 

セ
ネ
ガ
ル
、
ト
ー
ゴ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ベ
ナ
ン
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
チ
ャ
ド
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
、
ガ
ボ
ン
、
マ
リ
、
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
英
国
か
ら
独
立 

英
領
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
独
立 

イ
タ
リ
ア
領
ソ
マ
リ

ア
独
立
、
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
と
結
合
し
て
ソ
マ
リ
ア
に
な
る 

キ
プ
ロ
ス
、
英
国
か
ら
独
立 

 

 
 
 

12
月
14
日
、
国
連
、
植
民
地
独
立
付
与
宣
言
可
決 

 

エ
リ
ア
ス
・
カ
ネ
ッ
テ
ィ
『
群
衆
と
権
力
』 

1961
年 

４
月
、
ソ
連
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
、
世
界
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
（
ボ
ス
ト
ー
ク
１
号
） 

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
自
殺 

 
 
 
 
 
 

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
英
国
領
カ
メ
ル
ー
ン
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
が
英
国
か
ら
独
立 

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
（
米
国
） 

 
 
 
 
 
 

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
『
サ
イ
レ
ン
ス
』 

1962
年 

10
月
、
キ
ュ
ー
バ
危
機 
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
『
沈
黙
の
春
』 

ビ
ー
ト
ル
ズ
（
英
国
） 

レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
『
野
生
の
思
考
』 

安
部
公
房
『
砂
の
女
』 

サ
モ
ア
独
立 

ウ
ガ
ン
ダ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
英
国
か
ら
独
立 

ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
独
立 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
仏
国
か
ら
独
立 

1963
年 

８
月
、
米
・
英
・
ソ
、
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
に
調
印 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
分
裂 

日
本
、
初
の
原
子
力
発
電
開
始
（
東
海
村
の
東
海
発
電
所
） 

ケ
ニ
ア
、
英
国
か
ら
独
立 

1964
年 

10
月
、
中
国
、
初
の
原
爆
実
験 

于
右
任
没 

マ
ラ
ウ
イ
、
ザ
ン
ビ
ア
、
英
国
か
ら
独
立 

世
界
初
の
ワ
ー
プ
ロ 

 
 
 
 
 
 

ミ
ニ
マ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
米
国
） 

1965
年 

２
月
、
米
軍
、
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
開
始 

６
月
、
日
韓
条
約
調
印 

11
月
、
文
化
大
革
命
は
じ
ま
る
。 

第
２
次
印
パ
戦
争 

ロ
ー
デ
シ
ア
が
英
国
か
ら
独
立
宣
言 
ガ
ン
ビ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
英
国
か
ら
独
立 

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
言
葉
と
物
』 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
独
立 

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
（
米
国
） 

世
界
初
の
ア
ナ
ロ
グ
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー 

1966
年 

８
月
、
天
安
門
広
場
で
紅
衛
兵
百
万
人
集
会 

老
舎
没 

10
月
、
中
国
初
の
核
ミ
サ
イ
ル
実
験 

ボ
ツ
ワ
ナ
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
英
国
か
ら
独
立 

レ
ソ
ト
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
自
治
国
に 

イ
ギ
リ
ス
領
ギ
ア
ナ
、
ガ
イ
ア
ナ
と
し
て
独
立 

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト 

1967
年 

６
月
、
中
国
、
初
の
水
爆
実
験 

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
内
戦 

ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
『
百
年
の
孤
独
』 

南
イ
エ
メ
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

ヒ
ッ
ピ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
米
国
か
ら
全
世
界
へ
） 

1968
年 

５
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
「
五
月
革
命
」 

ナ
ウ
ル
、
英
連
邦
と
し
て
独
立 

８
月
、
フ
ラ
ン
ス
、
初
の
水
爆
実
験 

 

９
月
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、
英
国
か
ら
独
立 

10
月
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立 

８
月
、
ソ
連
・
東
欧
軍
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
へ
侵
入
、「
プ
ラ
ハ
の
春
」
終
る 

10
月
、
劉
少
奇
、
永
久
除
名
処
分 

1969
年 

３
月
、
ウ
ス
リ
ー
河
で
中
ソ
両
軍
衝
突 

11
月
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
、
沖
縄
返
還 

石
牟
礼
道
子
『
苦
海
浄
土
』 

７
月
20
日
、
人
類
初
の
月
面
着
陸
（
米
国
、
ア
ポ
ロ
11
号
） 

８
月
、
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
米
国
） 

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争 

1970
年 

 
 
 

電
子
音
楽
グ
ル
ー
プ
、
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
結
成
（
独
国
） 

 
 
 
 
 
 

フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
、
英
連
邦
王
国
と
し
て
独
立 

ト
ン
ガ
、
英
連
邦
に
加
盟 

1971
年 

９
月
、
林
彪
事
件 

10
月
、
中
国
、
国
連
代
表
権
獲
得 

沈
尹
黙
没 

第
３
次
印
パ
戦
争 

ア
ミ
ン
の
虐
殺
（
ウ
ガ
ン
ダ
） 

ユ
ネ
ス
コ
「
人
間
と
生
物
圏
計
画
」 

バ
ー
レ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
オ
マ
ー
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
分
離 

1972
年 

９
月
、
田
中
首
相
訪
中
、
日
中
国
交
樹
立 

馬
王
堆
漢
墓
発
掘 

銀
雀
山
竹
簡
発
掘 

緑
の
党
結
成
（
豪
州
） 

1973
年 

 
 

「
批
林
批
孔
」
盛
ん 

ピ
ノ
チ
ェ
ト
の
虐
殺
（
チ
リ
） 

バ
ハ
マ
、
英
国
か
ら
独
立 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

世
界
初
の
携
帯
電
話
（
米
国
） 

1974
年 

４
月
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
革
命
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
５
月
、
イ
ン
ド
、
初
の
核
実
験 

秦
始
皇
帝
兵
馬
俑
発
見 

 

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立 

グ
レ
ナ
ダ
、
英
国
か
ら
独
立 

1975
年 

４
月
、
蒋
介
石
没 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
了 

ポ
ル
ポ
ト
に
よ
る
虐
殺
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
） 

レ
バ
ノ
ン
内
戦 

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
、
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立 

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
撤
退 

ス
ペ
イ
ン
、
西
サ
ハ
ラ
か
ら
撤
退 

コ
モ
ロ
、
仏
国
か
ら
独
立 

オ
ラ
ン
ダ
領
ギ
ア
ナ
、
ス
リ
ナ
ム
と
し
て
独
立 

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
独
立 

 
 
 
 
 
 

雲
夢
睡
虎
地
秦
漢
古
墓
よ
り
竹
簡
出
土 

世
界
初
の
パ
ソ
コ
ン
（
米
国
） 

1976
年 

４
月
、
四
五
事
件 

９
月
、
毛
沢
東
没 

10
月
、
四
人
組
逮
捕
、
文
化
大
革
命
終
結 

ベ
ト
ナ
ム
、
南
北
統
一 

1977
年 

７
月
、
鄧
小
平
復
活 

『
新
簡
体
字
表
』 

ジ
ブ
チ
、
仏
国
か
ら
独
立 

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
内
戦
（
～
１
９
９
２
年
） 

 
 
 
 
 
 

擂
鼓
墩
発
掘 

中
山
国
王
の
陵
墓
の
発
見 

金
文
の
考
釈
、
文
字
学
の
発
達 

マーク・ロスコ 

「無題」1968年 
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３Ｄプリンター ドリー 

パソコン 日本語ワープロ 

ケイタイ 

スマホ 
初音ミク 

1978
年 

６
月
、
郭
沫
若
没 

12
月
、
経
済
開
放
政
策
へ 

日
本
分
子
生
物
学
会
結
成 

初
の
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ 

ド
ミ
ニ
カ
国
、
ツ
バ
ル
、
英
連
邦
王
国
と
し
て
独
立 

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
英
連
邦
王
国
と
し
て
独
立 

イ
ラ
ン
革
命 

1979
年 

２
月
、
中
越
戦
争
勃
発 

３
月
、「
北
京
の
春
」
終
わ
る 

キ
リ
バ
ス
、
英
国
か
ら
独
立 

３
月
、
米
国
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故 

12
月
、
ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻 

 
 
 
 
 

セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
パ
ソ
コ
ン
ナ
デ
ィ
ー
ン
、
英
国
か
ら
独
立 

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
内
戦 

1980
年 
９
月
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争 

メ
ス
ナ
ー
、
エ
ベ
レ
ス
ト
、
単
独
で
初
登
頂 

バ
ヌ
ア
ツ
、
英
連
邦
加
盟
国
と
し
て
独
立 

 
 
 
 
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
「
連
帯
」
結
成 

ソ
連
、
サ
ハ
ロ
フ
流
刑 

緑
の
党
結
成
（
独
） 

1981
年 

 
 

マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
バ
ン
ス
ら
、
マ
ウ
ス
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
発
見 

３
月
、
茅
盾
没 

 
 
 
 
 
 

５
月
、
中
国
書
法
家
協
会
成
立 

ベ
リ
ー
ズ
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
英
国
か
ら
独
立 

1982
年 

 
 

ワ
ー
プ
ロ
一
般
に
普
及 

中
国
、
全
国
で
公
募
展
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
書
道
団
体
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
る 

1983
年 

 
 

張
大
千
、
台
湾
で
没 

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
イ
ビ
ス
、
英
国
か
ら
独
立 

初
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー 

ス
リ
ラ
ン
カ
内
戦 
第
２
次
ス
ー
ダ
ン
内
戦 

東
西
対
決
、
世
界
大
戦
争
の
恐
怖 

「
核
の
冬
」 

世
界
的
反
核
運
動 

1984
年 

 
 

安
部
公
房
、
日
本
人
初
、
ワ
ー
プ
ロ
で
小
説
を
執
筆 

日
本
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

ブ
ル
ネ
イ
、
英
国
か
ら
独
立 

1985
年 

 
 

ソ
連
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ 

1986
年 

４
月
、
ソ
連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故 

全
地
球
的
な
核
汚
染
（
地
球
被
曝
） 

サ
ハ
ロ
フ
流
刑
解
除 

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
米
国
か
ら
独
立 

ソ
連
、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ 

米
国
の
チ
ャ
ッ
ク
・
ハ
ル
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
特
許
取
得
、
実
用
化
始
ま
る 

1987
年 

 
 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書 

携
帯
電
話
一
般
に
普
及 

1989
年 

６
月
４
日
、
天
安
門
事
件
、
民
主
化
運
動
弾
圧 
高
行
健
『
霊
山
』 

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
解
体 

11
月
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
倒
壊 

東
欧
革
命 

12
月
、
マ
ル
タ
会
談
（
冷
戦
終
結
宣
言
）
リ
ベ
リ
ア
内
戦 

1990
年 

３
月
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
独
立
10
月
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一 

ル
ワ
ン
ダ
内
戦 

1991
年 

 

１
月
、
湾
岸
戦
争 

南
オ
セ
チ
ア
紛
争 

12
月
、
中
国
初
の
原
子
力
発
電
所
、
送
電
開
始
（
秦
山
原
発
） 
ス
ロ
ベ
ニ
ア
紛
争 

７
月
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
廃
止 

12
月
、
ソ
連
崩
壊 

（
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
グ
ル
ジ
ア
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
モ
ル
ド
バ
が
独
立
、
残
り
は
ロ
シ
ア
連
邦
に
） 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
（
～
２
０
０
０
年
） 

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争 

対
イ
ラ
ク
経
済
制
裁 

ソ
マ
リ
ア
内
戦 

ク
ロ
ア
チ
ア
紛
争
（
～
１
９
９
５
年
） 

1992
年 

１
月
、
鄧
小
平
「
南
巡
重
要
講
話
」、
市
場
経
済
化
の
加
速 

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
内
戦
（
～
１
９
９
５
年
） 

３
月
、
野
の
は
な
書
道
会
創
立 

沙
孟
海
没 

世
界
中
に
核
兵
器
が
拡
散 

東
欧
、
脱
共
産
化 

リ
オ
で
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」 

10
月
、
中
国
共
産
党
第
14
回
党
大
会
で
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
確
立
を
う
た
う 

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
内
戦 

1993
年 

 
 
 

ブ
ル
ン
ジ
内
戦 

エ
リ
ト
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
独
立 

ジ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
『
独
裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
』 

Ｅ
Ｕ
発
足 

1994
年 

４
月
、
秦
山
原
子
力
発
電
所
、
営
業
開
始 

パ
ラ
オ
、
米
国
か
ら
独
立 

コ
ン
ゴ
内
戦 

ル
ワ
ン
ダ
大
虐
殺 

1995
年 

３
月
、
東
京
で
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
オ
ー
ム
真
理
教
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
一
般
個
人
に
爆
発
的
に
普
及 

1996
年 

 
 
 

ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
誕
生 

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
発
足 

ネ
パ
ー
ル
紛
争 

1997
年 

７
月
、
英
国
、
香
港
を
中
国
に
返
還 

董
寿
平
没 

ル
・
ク
レ
ジ
オ
『
歌
の
祭
り
』 

12
月
、「
京
都
議
定
書
」 

1998
年 

 
 
 

高
行
健
『
あ
る
男
の
聖
書
』 

10
月
、
オ
ト
ポ
ー
ル
！
設
立 

５
月
、
イ
ン
ド
、
初
の
原
爆
実
験 

パ
キ
ス
タ
ン
、
初
の
原
子
爆
弾
実
験 

９
月
、
日
本
、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故 

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ト
ム
ソ
ン
、
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
つ
く
る 

エ
リ
ト
リ
ア
紛
争 

1999
年 

12
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
マ
カ
オ
を
中
国
に
返
還 

マ
ル
ク
紛
争 

コ
ソ
ボ
紛
争
（
～
２
０
０
０
年
） 

2000
年 

10
月
、
高
行
健
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞 

ヒ
ト
の
全
ゲ
ノ
ム
ほ
ぼ
解
読 

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
革
命
（
セ
ル
ビ
ア
） 

2001
年 

６
月
、
上
海
協
力
機
構
設
立 

パ
ソ
コ
ン
普
及
率
５
０
％
を
超
え
る 

2002
年 

５
月
、
東
チ
モ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立 

マ
ケ
ド
ニ
ア
紛
争 

ワ
ー
プ
ロ
の
生
産
終
了 

2003
年 

10
月
、
中
国
、
有
人
宇
宙
飛
行
に
成
功
（
神
舟
５
号
） 

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
締
結 

バ
ラ
革
命
（
グ
ル
ジ
ア
） 

2004
年 

 
 
 

オ
レ
ン
ジ
革
命
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
） 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
誕
生
、
世
界
最
大
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に 

2005
年 

10
月
、
巴
金
没 

劉
炳
森
没 

啓
功
没 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
革
命
（
キ
ル
ギ
ス
） 

2006
年 

10
月
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
初
の
原
子
爆
弾
実
験 

2007
年 

 
 
 

米
国
と
日
本
で
皮
膚
か
ら
i
ｐ
ｓ
細
胞
が
つ
く
ら
れ
る 

８
月
、
初
音
ミ
ク
発
売 

2008
年 

８
月 

ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
戦
争 

2009
年 

 
 
 

日
本
、
パ
ソ
コ
ン
普
及
率
８
７
．
２
％ 

2010
年 

12
月
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
ア
ラ
ブ
の
春
（
中
国
な
ど
へ
も
影
響
） 

2011
年 

１
月
、
エ
ジ
プ
ト
革
命 

シ
リ
ア
内
戦 

３
月
11
日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故 

東
日
本
大
震
災 

 
 
 
 

７
月
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
か
ら
独
立 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及 

  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%BC%E3%83%AB%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%BA%E3%83%99%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%BA%E3%83%99%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%95%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%88%E3%83%93%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%90
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李大釗 呉昌碩 

孫文 

陳独秀 

我
わ
れ
は
、
ど
ん
な
世
界
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か 

20
世
紀
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
か
。
見
方
は
プ
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
時
代
を
分
光
す
る
。 

そ
れ
は
戦
争
の
世
紀
。
戦
争
が
世
界
的
規
模
で
行
な
わ
れ
、
飢
餓
と
差
別
と
大
量
虐
殺
の
時
代
。 

科
学
技
術
の
進
歩
と
物
質
的
豊
か
さ
の
世
紀
。
人
類
の
、
あ
ら
ゆ
る
難
問
が
、
科
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
夢
み
た
世
紀
。 

世
界
の
滅
亡
に
恐
怖
す
る
核
の
時
代
。
な
ん
で
も
か
ん
で
も
革
命
の
時
代
。「
共
産
主
義
つ
な
み
」
の
時
代
。 

戦
争
は
、
民
主
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
勢
力
と
の
争
い
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。 

そ
れ
は
、
民
主
主
義
と
全
体
主
義
の
争
い
で
あ
っ
た
。
民
族
紛
争
の
時
代
。
群
衆
の
時
代
。 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
民
族
独
立
と
植
民
地
解
放
の
時
代
。 

白
人
支
配
に
対
す
る
有
色
人
種
の
戦
い
の
世
紀
。
女
性
解
放
の
時
代
。 

宇
宙
時
代
。 

我
わ
れ
は
何
処
へ
行
く
の
か
。 

 

１
９
１
２
年
１
月
１
日
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
共
和
国
で
あ
る
中
華
民
国
が
成
立
し
た
。 

臨
時
大
総
統
の
孫そ

ん

文ぶ
ん

は
総
統
就
任
演
説
で
「
・
・
・
満
清
専
制
政
府
を
転
覆
し
、
中
華
民
国
を
強
固
に
し
て
、
民
生
の
幸
福
を
謀は

か

る

は
、
こ
れ
国
民
の
公
意
な
り
。
わ
れ
は
ま
こ
と
に
こ
れ
に

遵
し
た
が

い
て
以
て
国
に
忠
、
衆
の
た
め
に
服
務
せ
ん
」
と
誓
っ
た
。 

 

辛
亥
革
命
は
、
２
０
０
０
年
以
上
つ
づ
い
て
き
た
中
国
の
専
制
体
制
に
終
止
符
を
打
ち
、
漢
、
満
、
蒙
（
モ
ン
ゴ
ル
）、
回
（
ウ
イ

グ
ル
）、
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
の
「
五
族
共
和
」
を
実
現
し
た
。
し
か
し
、
古
い
体
質
の
官
僚
や
軍
人
た
ち
、
革
命
派
の
勢
力
争
い
の
な

か
、
革
命
は
簡
単
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
袁
世
凱

え
ん
せ
い
が
い

の
独
裁
が
は
じ
ま
り
、
民
の
国
と
は
名
ば
か
り
で
、
暗
黒
時
代
に
陥
っ
て
い

っ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、「
真
正
の
共
和
国
」
を
め
ざ
し
て
陳
独
秀

ち
ん
ど
く
し
ゅ
う

が
立
ち
上
が
っ
た
。

彼
は
旧
中
国
を
さ
さ
え
て
き
た
伝
統
思
想
と
文
化
は
、
奴
隷
的
、
保
守
的
、
退
隠
的
、
鎖
国

的
、
虚
飾
的
、
空
想
的
で
封
建
的
な
劣
悪
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
を
徹
底
的
に
否
定

し
、
西
欧
近
代
文
化
の
自
主
的
、
進
歩
的
、
進
取
的
、
世
界
的
、
実
利
的
、
科
学
的
で
民
主

的
な
す
ぐ
れ
た
も
の
を
中
国
に
移
植
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
西
欧
近
代
思
想
の
「
民
主
と
科

学
」
を
旗
印
に
し
、
暗
黒
中
国
を
作
り
出
し
て
い
る
元
凶
は
儒
教
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に

攻
撃
を
加
え
た
。
こ
の
主
張
は
多
く
の
イ
ン
テ
リ
や
学
生
に
歓
迎
さ
れ
た
。 

 

１
９
１
９
年
か
ら
２
０
年
に
か
け
て
、
新
文
化
運
動
と
五
四

ご

し

運
動
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
知
識
人
た
ち
が
、
中
国
の
根
本
的
な
改

造
を
め
ざ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
１
９
２
１
年
７
月
、
陳
独
秀
や
李
大
釗

り
た
い
し
ょ
う

を
中
心
と
し
て
、
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
指
導
の
下
、
中
国
共
産
党
を
正
式
に
成
立
さ
せ
た
。
わ
ず
か
57
名
の
組
織
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
孫
文
は
１
９
１
９
年
10
月
に
自
派
の
中
華
革
命
党
を
中
国
国
民
党
に
改
組
し
た
。 

１
９
２
１
年
４
月
に
は
中
華
民
国
正
式
政
府
を
樹
立
し
、
北
伐
を
準
備
し
て
い
た
。
１
９
２
２

年
、
陳
独
秀
ら
は
反
対
し
た
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
強
制
で
、
共
産
党
員
が
国
民
党
に
加
入
し

て
国
民
党
と
協
力
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。（
国
共
合
作
） 

  

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
呉
昌
碩
ら
芸
術
家
た
ち
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
生
き
ぬ
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

呉
昌
碩

ご
し
ょ
う
せ
き

は
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ→

包ほ
う

世せ
い

臣し
ん→

呉
譲
之

ご
じ
ょ
う
し→

趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

と
、
つ
づ
い
て
き
た
碑
学
派
の
伝 

統
で
あ
る
「
逆
入
平
出
」
の
筆
法
を
引
き
継
い
だ
。 

呉
昌
碩
は
革
命
や
変
革
に
は
反
対
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
清
朝
の
遺
民
と
い
っ
た 

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
本
当
の
革
命
と
は
、
政
治
革
命
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か 

も
し
れ
な
い
。 
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「江南
こうなん

鉄
てつ

涙図
れ い ず

」より 

寄雲山人撰（咸豊年間刊） 
 
飢餓のため、多くの嬰児が
水中に棄てられた。 

任伯年「酸寒尉
さんかんい

像」 

1889 年、呉昌碩 46 歳 
1923 年頃の西泠印社 

私
生
活
で
は
、
息
子
の
借

金
の
返
済
や
夫
人
の
医
療

費
の
た
め
に
苦
労
が
絶
え

ず
、
本
人
も
足
が
不
自
由

に
な
り
、
耳
が
よ
く
聞
こ

え
な
い
状
態
だ
っ
た 

呉
昌
碩

ご
し
ょ
う
せ
き 

１
８
４
４
年
９
月
12
日
（
道
光
24
）
～
１
９
２
７
年
11
月
29
日
（
民
国
16
） 

呉
昌
碩
は
清
末
民
初
に
活
躍
し
た
篆
刻
家
・
書
家
・
画
家
・
詩
人
。 

詩
書
画
篆
刻
の
「
四
絶
」
と
い
わ
れ
、
中
国
最
後
の
文
人
と
も
称
え
ら
れ
て
い
る
。 

浙せ
っ

江
省

こ
う
し
ょ
う

湖
州
府

こ
し
ゅ
う

ふ

安
吉

あ
ん
き
つ

県
鄣

け
ん
し
ょ
う

呉
村

ご

そ

ん

の
出
身
。 

名
は

俊
し
ゅ
ん

、
ま
た
は

俊
し
ゅ
ん

卿け
い

。
字
は
香
圃

こ

う

ほ

、
昌
石
、
昌
碩
な
ど
。
１
９
１
２
年
（
民
国
元
年
）
以
降
、
昌
碩
を
名
と
し
た
。 

号
は
缶
廬

ふ

ろ

、
老
缶

ろ

う

ふ

、
缶ふ

翁お
う

、
苦
鐵

く

て

つ

、
石せ

き

尊
者

そ
ん
し
ゃ

、
石
人
子

せ
き
じ
ん
し

、
聾ろ

う

缶ふ

、
大
聾

た
い
ろ
う

、
破は

荷か

な
ど 

著
書
に『
缶
廬
集
』
、『
缶
廬
詩
』
、『
缶
廬
印
存
』
な
ど 

曽
祖
父
、
祖
父
、
伯
父
、
父
、
と
代
々
挙
人

き
ょ
じ
ん

と
な
る
読
書
人
の
家
系
で
育
っ
た
。
※
「
挙
人
」
と
は
郷

き
ょ
う

試し

に
合
格
し
た
者
の
こ
と 

父
（
呉ご

辛し
ん

甲こ
う

）
は
下
級
官
吏 

呉
昌
碩
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
父
に
篆
刻
を
習
っ
た
と
い
う 

家
は
た
い
へ
ん
貧
し
か
っ
た
が
、
16
歳
頃
ま
で
は
、
平
和
の
う
ち
に
、
伸
び
伸
び
と
、
育
っ
た
よ
う
で
あ
る 

血
統
や
素
性
を
知
っ
た
と
こ
ろ
で
、
芸
術
家
と
、
そ
の
作
品
を
理
解
で
き
る
わ
け
で
も
な
し
、
か
え
っ
て
、
偏
見
に
よ
っ
て
真
実

か
ら
遠
ざ
か
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い 

我
わ
れ
は
、
芸
術
に
何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

１
８
６
０
年
（
咸
豊
10
年
・
17
歳
）
故
郷
に
太
平
天
国
軍
が
侵
入
、 

清
軍
が
あ
と
を
追
っ
て
き
て
、
両
軍
と
も
に
、 

放
火
略
奪
強
姦
と
あ
ら
ゆ
る
悪
事
を
は
た
ら
き
、 

住
民
は
四
方
へ
逃
亡
、
呉
昌
碩
も
父
と
逃
げ
て
い
た
が
、 

は
ぐ
れ
て
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
は
あ
ち
こ
ち
放
浪
し
て
、 

２
年
後
、
故
郷
に
帰
り
、
家
族
に
再
会
し
た
が
、
許

婚

い
い
な
ず
け

の

章
し
ょ
う

氏し

が
飢
え
と
心
労
で
死
ん
で
い
た
。
つ
づ
い
て
秋
に
母
が
病
死
し
た 

１
８
６
３
年
（
同
治
２
）
ま
た
軍
隊
が
侵
入
し
、
一
家
は
再
び
離
散
し
、
戦
乱
の
な
か
、
祖
母
、
兄
二
人
、
弟
、
妹
が
死
ん
だ 

１
８
６
４
年
の
秋
、
各
地
を
さ
ま
よ
っ
て
故
郷
に
帰
り
つ
い
た
呉
昌
碩
は
、
は
じ
め
て
家
族
の
死
を
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
家
族
は

父
と
子
の
二
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
呉
昌
碩
は
21
歳
で
あ
る 

５
年
ほ
ど
の
離
散
の
間
に
、
４
千
人
余
い
た
村
民
の
う
ち
生

存
者
は
、
呉
昌
碩
父
子
を
含
め
て
25
人
だ
け
で
あ
っ
た 

１
８
６
５
年
、
父
が
再
婚
し
、
共
に
安
吉
に
移
住
。
秋
、
秀

才

し
ゅ
う
さ
い

と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
科
挙
の
た
め
の
学
問
は
や
め
、
詩
・
書
・

篆
刻
や
金
石
学
の
学
習
に
専
念
し
、
科
挙
の
試
験
は
受
け
な
か
っ
た
。 

 
 
 

※
「
秀
才
」
と
は
、
郷
試
の
受
験
資
格
を
得
た
者
の
こ
と 

１
８
６
８
年
、
父
が
死
ん
だ
。
翌
年
、
継
母
を
残
し
て
、
杭
州
へ
遊
学
し
、
詁こ

経け
い

精

舎

し
ょ
う
じ
ゃ

に
入
る
。
※
「
詁
経
精
舎
」
は
阮
元
が
設
立
１

８
６
９
年
、
安
吉
に
帰
り
、
塾
を
開
い
て
、
独
学
。 

１
８
７
２
年
（
29
歳
）
施し

氏し

と
結
婚 

こ
の
後
の
10
年
間
は
、
上
海
や
蘇
州

や
杭
州
に
遊
び
、
師
や
友
を
訪
ね
、
大
い
に
学
ん
だ
こ
の
間
に
、
楊よ

う

見
山

け
ん
ざ
ん

、
呉ご

大

徴

た
い
ち
ょ
う

、
任に

ん

伯は
く

年ね
ん

、
沈し

ん

石せ
き

友ゆ
う

ら
と
知
り
あ
い
、 

見
聞
を
深
め
た 

１
８
８
２
年
（
光
緒
８
）
故
郷
で
暴
動
が
お
こ
り
、 

継
母
、
妻
、
二
人
の
子
と
蘇
州
に
移
住 

蘇
州
で
は
売
芸
生
活
を
し
た
が
、 

生
活
は
苦
し
く
、
見
か
ね
た
友
人
が
低
い
官
職
を
買
っ
て
く
れ
た
。 

金き
ん

傑け
つ

か
ら
古
瓦

こ

が

缶ふ

を
贈
ら
れ
、
缶
廬

ふ

ろ

と
号
す
。 

１
８
９
４
年
（
51
歳
）、
呉
大
徴
の
幕
臣
に
な
り
日
清
戦
争
に
参
戦 

翌
年
、
南
に
帰
っ
た 

１
８
９
９
年
（
56
歳
）
安
東
県
令
に
任
せ
ら
れ
た
が
、
一
ヵ
月
で
辞
任 

１
９
０
３
年
（
60
歳
）
、
継
母
の
楊
氏
が
死
ん
だ 

１
９
０
４
年
、
丁て

い

仁じ
ん

・
呉
隠

ご

い

ん

・
葉
品
三

し
ょ
う
ひ
ん
さ
ん

・
王お

う

福ふ
く

庵あ
ん

ら
が
西
泠

せ
い
れ
い

印
社

い
ん
し
ゃ

を
結
成
し
、

呉
昌
碩
も
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
１
９
１
０
年
（
宣
統
２
）
上
海
で
中
国
書
画
研
究
会
（
後
の
海
上
題
襟
館
金
石
書
画
会
）

設
立
に
参
画 

１
９
１
１
年
（
宣
統
３
）
夏
、
公
職
を
離
れ
て
上
海
に
定
住
（
68
歳
）、
辛
亥
革
命 

１
９
１
２
年
（
民
国
元
）
日
本
で
は
じ
め
て
呉
昌
碩
の
作
品
集
『
昌
碩
画
存

し
ょ
う
せ
き
が
そ
ん

』
が
刊
行
さ
れ
た 

字
の
昌
碩
を
名
と
し
た 

１
９
１
３
年
（
民
国
２
）
西
泠

せ
い
れ
い

印
社

い
ん
し
ゃ

の
初
代
社
長
に
な
る
（
70
歳
） 

上
海
山
西
路
吉
慶
里
に
転
居 

「
上
海
書
画
協
会
」
社
長
に
な
る 

70
代
が
最
も
作
品
数
が
多
く
、
質
も
高
い 

１
９
１
４
年
（
民
国
３
）
上
海
六
三
園
で
中
国
絵
画
史
上
初
の
個
展
開
催 

１
９
１
７
年
（
民
国
６
）
施
夫
人
が
死
ん
だ
。（
昌
碩
は
74
歳
） 

１
９
２
７
年
（
民
国
16
）
中
風
が
悪
化
し
病
没
、
84
歳 

絶
筆
は
蘭
の
画
。 
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「安吉呉俊長寿日利印」 

1876 年 

 

まだ、独自性は希薄。

呉譲之など鄧派の刻

風か。 

「斎雲館」1876 年 

「邨鈼」印の側款「缶
ふ

」 

印材上面に、単入刀法で

刻されている。 

「邨鈼
むらさく

」3.3 角 

中村不折のための印。 

不折の本名の中村鈼太郎(さく

たろう)の村（邨）と鈼を刻した

もの。 

起筆、終筆部や邨の口の内側

などは、小刻みに刀を入れて

いる。縁は下辺を太くして全

体を安定させ、刀で叩いて古

色を出している。左上部に筆

画を集め、右下部に余白を作

る粗密による対比の構成。 

「邨」は右へ、「鈼」は左へ

傾けた構成だが、右下部の縁

が「邨」を支え、「鈼」を金

偏の下部の左側の点を左側

へ引っ張り、最下部の横画の

終筆を右下がりにして支え

ている。（東博の解説より） 

 

「豪猪先生」印の側款
そっかん

「老缶
ろ う ふ

」 

印材上面に側款として刻さ

れている。 

 

「豪猪先生
ごうちょせんせい

」3.3 角 

中村不折のための印。 

「豪猪」は不折の別号。 

 

起筆、終筆、転折に細か

く刀を入れている。印の

縁や点画部を刀で叩いて

古色を出している。「豪」

の上部を削って、「先」の

上部と揃えている。右に

流れる「豪」を「猪」の

「犭」の左下部を太くし

て左に引っぱっている。

右に流れている左行を、

「生」の横画の起筆を太

くして支えている。 

（東博の解説より） 側款；趙之謙の

まねをして、方

罫に陽文で印記

を刻している。

許婚の章氏が病

死したのは、呉

昌碩が 19 歳の

時だった。それ

から 22 年後に

夢に現れた章氏

を想い、「感夢」

という題の詩を

作ったが、また、

47年後に夢に章

氏をみて、この

印を刻した。 

「明月
めいげつ

前身
ぜんしん

」1909 年 66 歳 

界格からはみ出して構成され

ている（穿挿避
せ ん そ う ひ

譲法
じょうほう

） 

『斉
さい

雲館
うんかん

印譜
い ん ぷ

』 

側款 

側款；趙之謙のまね

をして、夢に現れた

許婚の章氏の背面

像を刻している。 

己
酉 

春
仲 

客
呉 

下
老
缶 

年
六 

十
有
六 

呉
昌
碩
の
篆
刻 

彼
の
書
画
の
根
底
に
は
篆
刻
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
毛
筆
表
現
と
刻
画
表
現
。 

呉
昌
碩
は
幼
少
か
ら
篆
刻
に
親
し
み
、
日
記
を
書
く
よ
う
に
石
を
刻
し
た
。 

は
じ
め
、
浙
派

せ

っ

ぱ

（
西
泠
印
派
）
や
皖か

ん

派
の
作
風
を
学
び
、
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

、
古
印

こ

い

ん

の
模
刻
や
、
呉
譲
之

ご
じ
ょ
う
し

・
趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

や
徐
三

じ
ょ
さ
ん

庚こ
う

の
作
風
を
学

ん
だ
。
そ
の
後
、
封ふ

う

泥で
い

や
漢
魏
の
甎せ

ん

の
文
字
な
ど
を
見
て
、
40
代
に
独
自
の
様
式
を
創
造
し
、
晩
年
に
は
秦
漢

し
ん
か
ん

の
金
石

き
ん
せ
き

を
取
り
入

れ
、
加
齢
と
と
も
に
円
熟
し
て
い
っ
た
。
篆
刻
界
で
は
呉
昌
碩
の
刻
風
を
呉
派
と
い
う
。 

27
歳
の
時
『
樸
巣
印
存

ぼ
く
そ
う
い
ん
そ
ん

』
を
編
集
、
ま
た
、
30
代
前
半
ま
で
の
印
を
集
め
た
『
蒼
石
斎
篆
印

そ
う
せ
き
さ
い
て
ん
い
ん

』
も
編
集
し
て
い
る
。 

１
８
７
６
年
（
光
緒
２
）
33
歳
の
と
き
『
斉さ

い

雲
館

う
ん
か
ん

印
譜

い

ん

ぷ

』
を
編
集
。 

      

１
８
８
３
年
（
光
緒
９
）
頃
、『
削
觚
廬
印
存

さ
く
こ
ろ
い
ん
そ
ん

』
を
編
集
。
こ
れ
に
は
30
代
後
半
か
ら
の
印
を
収
め
て
い
る
。 

呉
昌
碩
の
印
は
日
本
人
に
も
人
気
が
あ
っ
て
、
日
下
部
鳴
鶴
、
犬
養
毅
、
富
岡
鉄
斎
、
内
藤
湖
南
、
や
長
尾
雨
山
な
ど
が
依
頼
し
て

い
る
。 

             

呉
昌
碩
の
篆
刻
法
の
特
徴 

鈍
刀
を
使
っ
た
（
鈍
刀
硬
入
）。
印
刀
の
軸
が
円
筒
（
円え

ん

幹か
ん

）。
絵
と
同
じ
力
の
均
衡
に
よ
る
章
法
。
筆
に
よ
る
潤
渇
を
併
筆
、
欠
画

で
表
現
。
印
の
輪
郭
を
表
現
に
取
り
込
む
。
刻
の
深
さ
は
浅
め
（
約
１
ミ
リ
） 

 

力
強
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。
考
え
抜
か
れ
た
緻
密
な
構
成
。 
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「園丁生于某洞長于竹洞」 
60 歳以降の制作 

常識を破る字法。 

「丁」は象形、「生」と「于」

は合文、「某」は「梅」の古

文、「長」は古鉥、「洞」の

サンズイの印篆を界格の中

に自由に構成している。 

「鍾
しょう

善
ぜん

廉
れん

」1915 年（72 歳） 

東京国立博物館蔵 

70 代の印は、呉昌碩が

若いときから追求して

きた漢印の風格にたど

り着いたようである。 

「古拙」といわれる味わ

いがある。 

文字に大小の変化をつ

ける構成法。 

『缶廬印存
ふ ろ い ん そ ん

』 

1913～14年刊（西泠印社） 
 

呉昌碩篆刻の集大成。30

代から 70 代の印が、221

顆収録されている。 

「篆書六言聯」1885年（42 歳） 

款識は北魏の楷書で書かれている。
呉昌碩独自の書にはほど遠い温和
な書風、楊沂孫の亜流である。 

石鼓文から集字して書いている。 

 

舊
黄
河
勢
抱
安
東 

古
木
寒 

潭
萬
影
空 

臥
榻
冷
懸
高
士
雪 

巻
茅
狂
聴
大
王
風 

詩
来
淮
上
秋
山 

裏 

人
在
天
涯
水
氣
中 

眼
底
石
頭 

眞
可
拝 

儻
容
袍
笏
借
南
宮 

以
下
不
明 

 

旧ふ
る

き
黄
河
の
勢
い
、
安
東
を
抱
き 

古
木
寒
潭

か
ん
た
ん

、
万
影
空む

な

し 

榻と
う

に
臥
す
れ
ば
、
冷
や
か
に
懸
か
る
高
士
の
雪 

茅
を
巻
き
、
狂
っ
て
聴
く
、
大
王
の
風 

詩
は
来き

た

る
淮
上
、
秋
山
の
裏う

ち 

人
は
在
り
、
天
涯
、
水
気
の
中 

眼
底
の
石
頭
、
真
に
拝
す
可
し 

儻も

し
袍
笏

ほ
う
こ
つ

を
容ゆ

る

さ
る
れ
ば
南
宮
に
借
ら
ん 

※
大
王
は
漢
の
劉
邦
の
こ
と
。
※
石
頭
は
石
、
米
芾
の
拝
石
の
古
事
。 

※
南
宮
は
米
芾
の
こ
と
。 

 

呉
昌
碩
は
側
款
に
、
思
い
を
込
め
て
、
多
く
の
詩
文
を
刻
し
た
。 

「一月安東令」印の側款 

1899 年（56歳） 

                    

呉
昌
碩
の
書 

29
歳
か
ら
50
歳
こ
ろ
ま
で
は
、
杭
州
、
蘇
州
、
上
海
を
遍
歴
し
、
書
道
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
金
石
学
の
基
礎
な
ど
を
貪
欲
に
学

ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
形
似
を
求
め
ず
、
秦
漢
の
意
を
学
ぶ
こ
と
を
学
書
の
第
一
目
的
と
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
、

作
品
は
習
作
の
域
を
出
て
い
な
い
。 

初
学
の
頃
は
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

、
鍾

繇

し
ょ
う
よ
う

の
楷
書
を
学
ん
だ
ら
し
い
。
ま
た
後
に
、
趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

や
北
魏
の
楷
書
も
学
ん
で
い
る
。
行
書
、
草
書
は

王
鐸

お
う
た
く

、
欧
陽
詢

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

、
米
芾

べ
い
ふ
つ

を
学
ん
だ
よ
う
だ
。
隷
書
は
嵩
山
石
刻

す
う
ざ
ん
せ
き
こ
く

、
張

遷

ち
ょ
う
せ
ん

碑ひ

、
石
門
頌

せ
き
も
ん
し
ょ
う

を
学
ん
だ
が
、
楊よ

う

見
山

け
ん
ざ
ん

、
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

、
呉
譲
之

ご
じ
ょ
う
し

の

影
響
が
大
き
い
。
篆
書
は
楊
沂
孫

よ
う
き
そ
ん

の
影
響
が
大
き
い
と
い
わ
れ
る
が
、
祀し

三さ
ん

公
山

こ
う
ざ
ん

碑ひ

、
石せ

っ

鼓こ

文ぶ
ん

も
学
ん
で
い
る
。 

呉
昌
碩
は
、
鄧
石
如

と
う
せ
き
じ
ょ

、
趙
之

ち
ょ
う
し

謙け
ん

、
何
紹
基

か
し
ょ
う
き

ら
碑
学
派
の
後
に
続
く
者
と
し
て
、
秦
漢
以
前
の
金
石
文
に
特
に
興
味
を
持
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
古
典
文
字
渉
猟
の
な
か
、
39
歳
以
降
の
蘇
州
時
代
に
、
王
鳴
鸞

お
う
め
い
ら
ん

所
蔵
の
「
石
鼓
文
」
の
拓
本
を
見
て
開
眼
し
、
以
後
、
生
涯

に
わ
た
り
石
鼓
文
を
臨
書
す
る
こ
と
に
な
る
。 

          

51
歳
頃
か
ら
60
代
後
半
頃
ま
で
に
、
呉
昌
碩
は
独
自
の
書
風
を
創
造
し
て
い
っ
た
。
50
代
は
じ
め
に
右
臂
を
痛
め
た
が
、
こ
の

時
代
、
篆
刻
は
最
も
多
作
で
あ
っ
た
。 
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款識 

「漱石全集」の装幀にも「石

鼓文」が使われている。 

漱石は大正３年の橋口貢

宛書簡で「石鼓文」の拓

本を贈られ、「珍しく、面

白い字で愉快です」と言

っている。 

款識 

「臨石鼓文」1908 年（65 歳）部分 
「臨石鼓文」1902 年（59歳）部分 

「吾車既工、吾馬既同、吾車既好、吾

馬既缶、君子員邋、、々々員斿、麀鹿

速々」  まだまだ原本に忠実に
書かれている。 

 

北
宋
代
の
拓
本
「
范は

ん

氏
天
一
閣
本

し
て
ん
い
つ
か
く
ぼ
ん

」
は
４
６
２
字
あ
り
、

阮
元

げ
ん
げ
ん

が
模
刻
を
作
っ
た
が
、
原
本
は
１
８
６
０
年
、
太
平
天

国
の
乱
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
呉
昌
碩
は
本
物
を
知
ら
ず
、

こ
の
阮
元
の
模
刻
本
で
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
明
代
の
富
豪
の
安
国

あ
ん
こ
く

が
北
宋
拓
の
石
鼓
文
を
秘

蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
上
海
で
印
刷
さ
れ
た
。
安
国

は
十
種
の
北
宋
拓
本
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
特
に
優

れ
た
も
の
が
「
先
鋒
本

せ
ん
ぽ
う
ぼ
ん

」「
中
権
本

ち
ゅ
う
け
ん
ぼ
ん

」「
後
勁
本

こ
う
け
い
ぼ
ん

」
の
三
本
で

あ
る
。
現
在
こ
の
三
本
は
日
本
の
三
井
文
庫
の
贓
品
に
な
っ

て
い
る
。
二
玄
社
で
「
中
権
本
」
が
影
印

け
い
い
ん

出
版
さ
れ
て
い
る
。 

款
かん

識
し

；「猟碣
りょうけつ

の字を臨するに、すべからく筆々虚、

筆々実なるべし。近ごろ惟
おも

うに、譲翁（呉譲之）、

蝯叟
えんそう

（何紹基）よくこの中に三昧
さんまい

を得たり。・・・」 

「
予
、
篆
を
学
び
石
鼓
を
臨
す
る
を
好
み
、
数

十
載
。
こ
れ
に
従
事
し
、
一
日
に
一
日
の
境
界

あ
り
。
た
だ
そ
の
中
の
、
古
茂
雄
秀
の
気
息
、

未
だ
そ
の
一
、
二
を
窺
う
能
わ
ず
。
戊
申
の
秋

の
末
、
佳
楮
を
獲
、
し
ば
し
ば
阮
氏
翻
刻
北
宋

本
の
全
文
を
臨
す
。
・
・
・
」 

60
歳
代
、
呉
昌
碩
は
、
い
よ
い
よ
、
独
自

の
様
式
を
確
立
し
て
い
く
。 

夏目漱石の装幀した

『心』。「石鼓文」を使っ

ている。 

漱石は大正２年、橋口

貢宛の書簡で呉昌碩の

作を評して「文人画の

アンデパンダンだから

面白い」と書いている。 

石鼓（第１鼓） 

 

石せ
っ

鼓こ

文ぶ
ん 

 

中
国
の
現
存
最
古
の
石
刻
。
制
作
は
紀
元
前
４
世
紀
頃
？ 

 

籀
ち
ゅ
う

文ぶ
ん

と
小

篆

し
ょ
う
て
ん

の
中
間
の
形
、
大
篆

だ
い
て
ん

、
籀

篆

ち
ゅ
う
て
ん

と
も
い
う
。 

約
一
辺
４
㎝
の
横
長
の
字
形
。
全
文
で
、
７
０
０
字
以
上
あ
る
は
ず
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
宋
拓
本
で
５
０
０
字
ほ
ど
が
見
ら
れ
る
。
今
は
、
傷

み
が
は
げ
し
く
、
２
７
２
字
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。 

王
侯
貴
族
の
狩
猟
の
情
景
を
詠
じ
た
四
言
を
基
本
と
し
た
詩
が
刻
さ

れ
て
い
る
。
直
径
、
高
さ
と
も
60
～
70
㎝
の
花
崗
岩
。 

 

初
唐
の
６
３
０
年
、
陝せ

ん

西

省

せ
い
し
ょ
う

鳳ほ
う

翔
府

し
ょ
う
ふ

天
興
県
の
荒
野
で
10
個
発
見
さ

れ
た
。
そ
の
後
戦
乱
の
た
び
、
あ
ち
こ
ち
に
運
ば
れ
、
そ
の
過
程
で
、
傷

み
、
第
６
鼓
は
上
部
を
削
ら
れ
、
中
を
抉
ら
れ
て
、
臼う

す

に
な
っ
て
い
た
。 

清
代
に
は
故
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
の
な
か
、
日
本
軍
に

よ
る
略
奪
破
壊
か
ら
守
る
た
め
に
、
上
海
、
南
京
、
宝
鶏
、
漢
中
、
成
都
、

峨
嵋
へ
と
移
転
し
、
ま
た
南
京
に
戻
り
、
現
在
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。 

「中権本石鼓文」 
第 1 鼓の拓本 
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「西泠
せいれい

印社
いんしゃ

記
き

」部分 

臨石鼓文 1909 年（66 歳） 

分間布白の原理を否定

し、石鼓文を構成し直

し、運筆も速くし、篆書

を行草化している。字

間、行間を詰める印の構

成法を応用している。 

縦画を上下に伸ばして

いる。 
阮元の模刻した『范氏天一閣本』 

石
鼓
文
の
「
馬
」
の
横
画
は
右
下
が

り
だ
が
、
呉
昌
碩
は
右
上
が
り
、
ま

た
は
水
平
に
書
い
て
い
る
。
石
鼓
の

「
既
」
は
偏
と
旁
を
水
平
に
揃
え
て

い
る
が
、
呉
昌
碩
は
旁
を
上
げ
て
、

偏
を
下
げ
て
い
る
。
石
鼓
の
「
車
」

や
「
里
」
の
「
田
」
は
方
形
だ
が
、

呉
昌
碩
は
晩
年
に
な
る
ほ
ど
円
形

に
近
く
書
い
て
い
る
。
ま
た
晩
年
に

な
る
ほ
ど
、
小
篆
の
よ
う
に
脚
部
を

長
く
伸
ば
し
て
縦
長
に
書
い
て
い

る
。
呉
昌
碩
の
「
以
」
は
上
に
向
か

っ
て
伸
び
て
い
る
。 

原拓本（下）と呉昌碩臨石鼓文の比較（王家誠氏による） 

「西泠
せいれい

印社
いんしゃ

記
き

」部分拡大 1914年（71 歳） 

洵雅 于六 官印 間以 有華 刀而 

「
西
泠

せ
い
れ
い

印
社

い
ん
し
ゃ

記 き

」 

西
泠
山
水
清
淑 

人
多
才
藝 

書
畫
之
外 

以
篆
刻
名
者 
丁
鈍

丁
至
趙
悲
盦
數
十
餘
人
。
流
風
餘
均 

被
于
來
葉 

言
印
學
者 

至
今
西
泠
尤
盛
。
同

人
結
社 

並
立
石
勒
鈍
丁 

悲
盦
諸
先
生
像 

爲
景
仰
觀
摩
之
（
所
） 

 

呉
昌
碩
が
西
泠
印
社
の
社
長
に
選
ば
れ
た
翌
年
に
書
か
れ
た
。
４
対
３
の
比
率
の
罫
の

な
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
蔵
鋒
、
露
鋒
で
自
在
に
書
か
れ
、
肥
瘦
も
自
然
な
変
化
を
感

じ
さ
せ
る
。
篆
書
の
行
草
体
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。 

新
様
式
の
確
立 

                    

呉
昌
碩
の
石
鼓
文
は
、
生
涯
に
、
全
臨
５
種
と
部
分
臨
14
点
以
上
が
あ
る
と
い
う
。 

70
代
以
降
、
石
鼓
文
を
土
台
に
し
た
、
独
自
の
書
風
を
創
造
し
た
。 

70
代
が
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
作
品
数
が
多
く
、
出
来
も
良
い
と
い
わ
れ
る
。 

70
代
、
80
代
と
晩
年
に
な
る
ほ
ど
、
作
品
は
深
く
冴
え
、
そ
の
彫
る
線
の
鋭
さ
と
美
し
さ
は
年
と
と
も
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
。 
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迺 

樂 

君 

子 

「臨石鼓文四屏
りんせっこぶんしへい

」1918 年初春（75 歳）個人蔵    西園寺
さいおんじ

公
きん

望
もち

（号は陶庵）の依嘱による作品。 

吾 

以 

呉
昌
碩
の
点
画
は
、
彫
る
よ
う
に
書
か
れ
、
立
体
的

で
あ
る
。 

起
筆
は
直
筆
蔵
鋒
が
基
本
だ
が
、
た
ま
に
は
側
筆
露

鋒
に
な
っ
て
も
気
に
か
け
な
い
よ
う
だ
、
し
か
し
、
送

筆
部
は
中
鋒
で
運
ば
れ
て
い
る
の
で
、
線
に
肥
瘦

ひ

そ

う

が
あ

ま
り
な
い
。 

終
筆
部
は
押
さ
え
な
い
で
、
止
ま
っ
た
ら
、
軽
く
上

へ
上
げ
る
。
転
折
部
は
し
っ
か
り
と
つ
な
が
れ
、
や
や

円
味
が
あ
る
。 

 

筆
遣
い
も
字
形
も
垂
直
水
平
が
基
本
で
は
あ
る

が
、
全
体
に
柔
ら
か
く
、
曲
線
的
で
あ
る
。 

墨
つ
ぎ
も
、
一
字
の
中
で
あ
っ
て
も
、
墨
が
な
く
な

れ
ば
、
平
気
で
墨
つ
ぎ
を
し
て
い
る
。
神
経
質
な
と
こ

ろ
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
。 

篆
書
の
運
筆
は
ゆ
っ
く
り
運
ぶ
の
が
基
本
だ
が
、
呉

昌
碩
の
運
筆
は
、
や
や
速
い
よ
う
だ
。
速
い
が
、
沈
着

で
あ
る
。 

字
の
姿
に
は
、
勁つ

よ

い
だ
け
で
な
く
、
温
か
い
表
情
が

あ
る
。
し
か
し
、
温
和
な
だ
け
で
な
く
、
知
的
な
構
成

美
が
文
字
を
引
き
締
め
て
い
る
。 

「

田か
り

の

車

は

孔
は
な
は

だ

安

ら

か

に
、・
・
・
」 

64
歳
以
前
に
、
呉
昌
碩
は
石
鼓
文

の
全
臨
本
を
二
部
完
成
し
た
。
さ
ら

に
、
75
歳
ま
で
に
二
部
の
全
臨
本
を

完
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
75
歳
の
と

き
に
一
部
を
全
臨
し
た
ら
し
い
？

そ
の
第
五
本
の
跋
で
次
の
よ
う
に

自
己
評
価
し
て
い
る
。 

「
右
、
阮
刻
北
宋
本
猟
碣
字
を
隣

す
。
余
、
筆
墨
を
以
て
計
活
を
為
し
、

日
々
之
を
為
る
。
而
し
て
生
平
、
全

部
を
臨
す
る
所
は
、
此
れ
と
僅
か
に

四
本
有
り
。
用
筆
は
綿
勁
、
吾
が
家

山
の
呉
譲
之
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
お
よ

ば
ざ
る
所
あ
る
に
似
た
る
な
り
。
戊ぼ

午ご

秋
仲
、
安
吉
呉
昌
碩
、
年
七
十
有

五
。」 
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「隷書五言聯」1927 年（84歳） 「行書五言聯」1922年（79 歳） 

超
大
筆
で
書
か
れ
た
中
堂
。 

「
中
堂
」
と
は
客
間
の
正
面
中
央

に
か
け
る
軸
の
こ
と
。 

 

行
書
の
跋
に
は
「
用
筆
は
鉄
の

如
く
、
溌
墨
は
潮
の
如
く
、
錚
々

の
鉄
、
茂
々
の
毫
。
古
の
銘
硯
に
、

此
の
四
語
見
ゆ
。
呉
昌
碩
、
年
八

十
三
、
時
に
丙
寅
二
月
」
と
あ
る
。 

「行書七言聯」1925年（82 歳） 
「篆書如鉄」1926年（83 歳） 

呉
昌
碩
は
潤
筆
料
に
は
無
頓
着

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
書
画

を
求
め
る
者
が
五
月
蝿
く
な
っ
て

き
た
の
で
、
や
む
な
く
、
鄭
板
橋
に

な
ら
っ
て
潤
格
（
価
格
表
）
を
掲
げ

て
、
安
く
買
お
う
と
考
え
て
い
る
人

が
、
あ
き
ら
め
て
帰
る
よ
う
に
し

た
。 彼

は
文
人
と
職
業
芸
術
家
と
の

間
で
、
い
つ
も
悩
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。 

 

行
草
書
は
石
鼓
文
の
筆
意
で
書

か
れ
、
鋭
く
、
張
り
が
あ
り
、
力
強

い
。
篆
意
を
は
ら
ん
だ
、
強
い
右
肩

上
が
り
の
書
で
あ
る
。 

 

書
画
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
臨
模
す

る
だ
け
で
な
く
、
旅
に
出
て
自
然
に

触
れ
、
山
水
の
美
を
み
ず
か
ら
体
験

し
、
書
を
読
み
、
古
人
に
学
び
、
気

を
満
た
し
、
そ
し
て
、
人
生
と
芸
術

を
た
が
い
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

重
要
な
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、 

「
五
嶽
儲
心
胸 

崢
嶸
出
筆
底
」 

五
嶽 

心
胸
に
儲

た
く
わ

え 

崢
嶸

そ
う
こ
う

と
し
て
筆
底
よ
り
い
出 い

ず 

※
崢
嶸
は
高
く
け
わ
し
い
さ
ま
。 

と
い
う
境
地
に
、
自
然
に
到
達
す
る

こ
と
も
で
き
る
の
だ
、
と
呉
昌
碩
は

友
人
に
言
う
。 

「行草書画松七絶」 

1926 年（83歳） 
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「臨石鼓文額」 1920 年（77 歳）台東区立朝倉彫塑館蔵 

「詩稿」部分 日常の書 

呉
昌
碩
は
、
老
病
（
腕
、
足
、
腰
、
耳
、
眼
の
病
）
や
妻

の
医
療
費
や
息
子
の
多
額
の
借
金
、
孤
独
や
た
び
か
さ
な
る

戦
乱
の
な
か
で
も
、
一
貫
し
て
、
時
流
に
迎
合
せ
ず
、
や
や
、

反
動
保
守
の
よ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
強
い
て
古
き
を
願
い
も

し
な
か
っ
た
し
、
伝
統
保
守
主
義
者
で
も
な
か
っ
た
。 

彼
は
、
石
濤

せ
き
と
う

や
羅
聘

ら

へ

い

や
徐
渭

じ

ょ

い

や
八は

ち

大
山
人

だ
い
さ
ん
じ
ん

に
あ
こ
が
れ
、

彼
ら
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
孤
独
な

反
骨
の
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
呉
昌
碩
に
と
っ
て
、
現
実
で
は

な
く
過
去
の
偉
大
な
芸
術
家
だ
け
が
、
き
び
し
い
今
を
生
き

抜
い
て
ゆ
く
た
め
の
希
望
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

呉
昌
碩
は
過
去
に
囚
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
常
に

独
創
性
を
追
い
求
め
て
い
た
。 

徐
穆
如

じ
ょ
ぼ
く
じ
ょ

は
、
『
回
憶
呉
昌
碩
』
の
な
か
で
呉
昌
碩
の
思
い

出
を
語
っ
て
い
る
。 

「
先
生
の
石
鼓
文
は
、
ど
う
し
て
原
本
と
違
う
の
で
す

か
。
す
る
と
呉
昌
碩
先
生
は
、 

古
人
の
書
に
は
優
れ
た
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
古
人
を
学
ぶ
に
は
そ
の
長
所
を
採
り
入
れ
、
短

所
を
す
て
去
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
自
己
の
様
式
が
で
き
る
の
だ
。」 

と
教
え
ら
れ
た
そ
う
だ
。 

彼
は
30
代
の
時
、
印
に
こ
う
刻
し
た
。 

 
 

「
今
人 

た
だ
み
だ
り
に
古
昔
を
模
す 

 
 
 

古
昔
以
上
は
誰
か
宗
と
す
る
所
ぞ
」 

今
の
人
々
は
昔
の
作
品
を
臨
模
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
昔

の
人
は
誰
を
範
と
し
て
い
た
の
か
、
と
。 

 

呉
昌
碩
は
「
形け

い

似じ

を
も
と
め
ず
」
「
想
像
力
を
働
か
せ
」

石
鼓
文
を
通
し
て
古
代
人
の
独
創
的
な
息
づ
か
い
を
感
じ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

呉
昌
碩
の
芸
術
は
、
す
べ
て
詩
に
由
来
し
、
彼
の
書
画
篆

刻
に
は
か
な
ら
ず
詩
意
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

彼
は
日
記
の
よ
う
に
詩
を
詠
み
つ
づ
け
た
。 

昭
々
と
獲
麟

か
く
り
ん

を
談
ず 

屐げ
き

を
著つ

け
て
峨
嵋

が

び

に
登
り 

水
を
飲
み
て
崑
崙

こ
ん
ろ
ん

に
眠
る 

画
境 

誰
か
商
量
せ
ん 

隻
手

せ
き
し
ゅ 

星
辰

せ
い
し
ん

を
捫な

ず 

 

※
「
昭
々
」
は
明
白
な
さ
ま
。「
獲
麟
」
は
筆
を
絶
つ
こ
と
。 

「
著
屐
」
は
、
げ
た
を
は
く
。
気
ま
ま
な
行
為
を
い
う
。 

「
商
量
」
は
討
論
す
る
こ
と
。「
隻
手
」
は
片
手
。「
捫
」
は
取
る
。 

「尺牘
せきとく

」部分 日常の書 

「行書王
おう

維
い

五言句横
おう

披
ひ

」1927年（84 歳） 「萬
ば ん

事
じ

不関心」 個人蔵 

款;「摩
ま

詰
きつ

（王維）の句なり。扈
こ

（上海）に書す。呉昌碩、八十又四」 
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水仙怪石図 1918 年（75歳）東京国立博物館蔵 「牡丹図」1895 年（光緒 21、52歳）東京国立博物館蔵 

賛は行草書。王鐸の書風。後年の粘り強い線質や

左右に大きくゆれる筆づかいがすでに見られる。 

題
字
部
分 

「桃実図」1907 年（64 歳）東京国立博物館

蔵 

「墨葡萄図」1902 年（59歳） 

東京国立博物館蔵 

金石味を生かした独自の
作風の始まりがみられる。 

呉
昌
碩
は
30
代
の
頃
、 

海
上
派

か
い
じ
ょ
う
は

の
任に

ん

伯は
く

年ね
ん

に
画
を

学
び
、
後
に
上
海
書
画
壇

の
領
袖
と
な
っ
た
。 

 

50
代
以
降
、
独
自
の
画

風
を
創
造
し
た
。 

 
 八

大
山
人
、
石
濤
、
張

ち
ょ
う

孟も
う

皐こ
う

、
徐
渭
、
白
陽
、
揚
州

八
怪
、
張
熊
、
呉
譲
之
、

趙
之
謙
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
梅
、
藤
、
菊
、
牡
丹

な
ど
の
花
卉
画
が
得
意
。 

 

彼
ら
が
自
然
と
伝
統
を

範
と
し
て
い
る
こ
と
を
学

ん
だ
が
、
呉
昌
碩
は
何
も

の
か
ら
の
拘
束
も
受
け
な

か
っ
た
。 

  

楷
書
、
篆
書
の
筆
法
を

画
の
筆
法
に
応
用
し
た
。 

 

彼
は
書
の
筆
法
と
絵
の

筆
法
は
同
じ
だ
と
い
う
信

念
を
持
ち
、
石
鼓
文
や

琅
邪
台
刻

ろ
う
や
だ
い
こ
く

石せ
き

の
篆
法
で
描

け
ば
、
自
然
を
よ
く
把
握

で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。 

  

彼
の
絵
画
は
金
石
書
法

に
よ
る
詩
書
画
印
の
結
合

な
ど
、
構
図
、
筆
法
・
設

色
な
ど
独
特
の
画
風
で
あ

る
。
着
色
法
は
赤
、
緑
、

黄
の
三
原
色
を
配
す
る

か
、
補
色
か
補
色
に
近
い

二
色
を
配
し
た
り
、
墨
色

に
一
色
だ
け
加
え
た
り
し

て
い
る
。 

  

「
古
人
を
賓
と
為
し
、

我
を
主
と
為
す
」 

 

「
古
人
に
学
べ
ど
古
人

に
似
ず
、
自
然
に
学
べ
ど

自
然
に
似
ず
」
が
彼
の
理

想
境
で
あ
り
、
生
涯
を
か

け
て
そ
れ
を
追
求
し
た
。

「
不
似
の
似
」
と
も
い
う
。 

呉
昌
碩
の
絵
画
（
詩
書
画
印
一
致
） 
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「柳雀」1927年（84 歳）中国美術館蔵 紙本水墨 

30.7×36.3 ㎝  「山水花卉冊」12 開の４ 

 

 

詩
書
画
印
一
致
の
考
え
方

は
、
明
代
の
文
彭
あ
た
り
か

ら
、
近
代
篆
刻
の
始
ま
り
と

と
も
に
始
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
考
証
学
の
一
環
と
し

て
金
石
学
が
勃
興
し
、
金
石

学
の
粋
と
し
て
石
の
方
寸

の
世
界
に
結
晶
化
し
た
。 

書
は
毛
筆
に
よ
る
表
現

か
ら
刻
画
表
現
へ
と
変
化

し
、
篆
刻
が
書
画
の
要
と
な

り
、
書
画
の
造
形
に
影
響
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

「菜根図」1921 年（78 歳） 

「珠光」款識部分 「珠光」1920年（77 歳）中国美術館蔵 

139.5×69.5 ㎝ 紙本 水墨淡彩 

 

篆隷の筆法と狂草の旋回する線で描
かれている。「書法による演画法」。 

「柳雀」部分 

（題）不行書案栖 楊柳鳥 亦傷春 怨別 離缶 

「菜根図」跋 

呉
昌
碩
は
「
菜
根
図
」
を
た

く
さ
ん
描
い
て
い
る
。
こ
れ

は
、
水
墨
の
白
菜
と
、
墨
に

淡
く
黄
色
を
に
じ
ま
せ
た

石
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
方

に
題
と
跋
が
書
か
れ
て
い

る
。 題

に
は
「
菜
根
を
か
み
得

れ
ば
、
百
事
為
す
可べ

し
。

大
聾

た
い
ろ
う

」 

跋
に
は
「
惜
し
む
可
し
、

蕪ぶ

園え
ん

、
残
雪
の
裏う

ち

、
一い

っ

畦け
い

の

肥
菜
、
野
風
に
乾
く
。
辛
酉

し
ん
ゆ
う

十
一
月
、
呉
昌
碩
老
缶

ろ

う

ふ

年
七

十
有
八
」 

こ
れ
は
真
冬
の
上
海
で
描

か
れ
た
。
「
蕪
園
」
は
戦
乱

の
あ
と
生
き
残
っ
た
父
と

二
人
で
暮
ら
し
た
故
郷
の

家
園
で
あ
る
。 

こ
の
作
品
に
は
、
激
し
い
望

郷
の
思
い
が
造
形
さ
れ
て

い
る
。 

 

呉
昌
碩
の
創
造
力
は
加

齢
と
と
も
に
増
大
し
、
衰
え

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

                               

           


